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１　基本的な考え方
災害が発生した直後は，交通網の寸断，火災の同時多発などにより，消防や警察などの防災機関が十分に対応できない可能性があります。そんなとき，力を発揮するのが「地域ぐるみの協力体制」です。
実際に，阪神・淡路大震災のときには，地域住民が自発的に救出・救助活動を行い，多くの人命を救うとともに，その後の復興にも大きな力を発揮しました。
また，東日本大震災や熊本地震、能登半島地震のときのように避難所生活が長引く場合にも，地域住民が助け合って，さまざまな困難を乗り越えなければなりません。
自分たちの地域では，「自分たちの地域は自分たちで守る」という心構えで，地域のみんなで助け合いながら，災害に強いまちづくりを進めます。



災害対策基本法



防災基本計画（国）



地域防災計画（県・市・町等）




学区・地区防災（避難）計画（地域）




平常時
地域の安全点検
防災訓練
災害に備えるための活動を行います。
自主防災組織の役割

災害時
初期消火
避難誘導
救出や救護
避難所運営の協力
情報の収集や伝達
人命を守り，被害の拡大を防ぐための活動を行います。


防災知識の普及や啓発
防災知識の普及や啓発











[bookmark: _Toc379783865][bookmark: _Toc379783927][bookmark: _Toc384400586][bookmark: _Toc142403678][bookmark: _Toc379783862][bookmark: _Toc379783924][bookmark: _Toc379783866][bookmark: _Toc379783928][bookmark: _Toc384400587][bookmark: _Toc142403679]
２　活動方針　
（１）平常時の対応
いざというときに地域の力が発揮できるよう，地域のみんなで協力して防災活動に取り組みます。
①　防災知識の普及・啓発
防災対策では，地域住民の一人ひとりが防災に関心を持ち，準備することが重要です。地域住民への防災知識の普及や啓発活動を行います。
②　地域の安全点検
防災の基本は，自分たちの住むまちを知ることです。地域の危険な場所や防災上問題のある場所などを確認し，改善のための働きかけなどを行います。
③　防災資器材の整備
防災資器材は，災害発生時に活躍します。地域で防災資器材を整備し，日頃の点検や使い方を確認します。
④　防災訓練
[bookmark: _Toc379783867][bookmark: _Toc379783929][bookmark: _Toc384400588][bookmark: _Toc142403680]防災訓練は，いざというとき，あわてず，的確に対応するための欠かせない活動です。地域住民に積極的な参加を呼びかけて，訓練を行います。
（２）災害時の対応
災害時は，負傷者の発生や火災など様々な事態が発生する可能性があります。公共機関とも連携しながら，みんなで力を合わせて活動します。
①　情報の収集・伝達
公共機関などから正しい情報を収集し，地域住民に伝達します。また，地域の被災状況や火災発生状況などを取りまとめ，福山市へ報告します。
②　救出・救助活動
自分自身がケガをしないよう注意しながら，みんなで協力して負傷者や家屋の下敷きになった人の救出・救助活動を行います。
③　初期消火活動
消防車が到着するまでの間，火災の延焼拡大を防ぐための初期消火活動を行います。
④　医療救護活動
医師の手当てが受けられるまでの間，負傷者の応急手当をして，救護所へ搬送します。
⑤　避難誘導
地域住民を安全な緊急避難場所などへ誘導します。
⑥　給食・給水活動
[bookmark: _Toc384400590][bookmark: _Toc142403681]地域で必要な物資を把握し，公共機関とも連携しながら，必要に応じて炊き出しなどの給食・給水活動を行います。


[bookmark: _Toc379783863][bookmark: _Toc379783925][bookmark: _Toc384400591][bookmark: _Toc142403682]３　長浜学区の特性
（１）長浜学区の概要
長浜学区は，福山市中心部から東方向へ４kmに位置しています。
南北に最大１km，東西に最大２kmのエリアであり，南側は海に面しており，西側には南北を流れる手城川（※掘込河道）があります。学区東側は ３０ｍ～７０ｍの高地があります。
※堤防がない川のこと。
[image: ]長浜学区の地図

[bookmark: _Toc142403683]






[image: ]長浜学区の地形図
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（２）長浜学区の人口
[bookmark: _Toc142403684]長浜学区の人口は4,103人，世帯数は2,026世帯となっています。（2024年３月末現在）。このうち１４歳以下の子どもの人口比率は13.6％（557人），６５歳以上の人口比率は約24.9％（1,021人）となっています。


[bookmark: _Toc142403685]４　長浜学区の過去の災害
（１）長浜学区の過去の災害
① 風水害
長浜学区における近年の災害としては，平成３０年７月豪雨災害があります。梅雨前線による豪雨により，福山市の広い範囲において浸水が発生し，手城川流域においては床上浸水３６棟，床下浸水２５棟の被害が発生しました。（学区内の浸水被害はない）
また、このとき、学区の東部に広がる丘陵地では土砂崩れが発生し、家屋の損壊や畑の法面や急傾斜地の崩落などの被害が発生しています。

【平成３０年７月豪雨災害における手城川流域の被害状況】
　○浸水面積　　約２５０ｈａ
　
　○浸水被害棟数
	　　町名
	浸水被害
棟数
	

	
	
	床上浸水
	床下浸水

	東深津町
	２５
	１２
	１３

	南蔵王町
	１７
	１２
	５

	引野町
	１０
	５
	５

	明神町
	８
	７
	１

	春日町
	１
	０
	１

	計
	６１
	３６
	２５


広島県福山市域における浸水対策について（報告書）より
　過去には、大雨等により学区の西部地区（東手城町）や長浜沖はたびたび田畑の冠水被害が起こっていました。
昭和42年（1967年）には、7月の豪雨による土砂崩れにより1棟が倒壊し、家の中にいた幼い姉妹が犠牲となった災害も発生しています。
　② 高潮
[bookmark: _Toc142403686]　2004年（平成16年）8月30日の台風16号の接近が満潮時と重なり、引野町南部地区（西沖浦、宮之谷）では潮位が上がり、道路への冠水、床下浸水の被害が発生しました。

[bookmark: _Toc379783864][bookmark: _Toc379783926][bookmark: _Toc384400592][bookmark: _Toc142403687]５　長浜学区に予想される災害（風水害）
（１）長浜学区に予想される水害
　長浜学区は芦田川と手城川の浸水想定区域内であり，最大５ｍの浸水が想定されています。また，学区東部は土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）及び土砂災害警戒区域（イエローゾーン）があり，がけ崩れの危険もあります。
　学区東部の海岸線では、高潮による被害が想定されます。
[image: ]


（福山市水害ハザードマップより）
[bookmark: _Toc142403688][image: ]
６　福山市全体に予想される災害（南海トラフ地震編）
南海トラフ地震は，今後 30 年以内に70～80％の高い確率で発生すると言われています。最大クラスの地震が発生した場合，福山市では最大震度６強，津波浸水深は最大で３～５ｍ，津波到達時間は早いところで５～１０分となっています。さらに，最大で 1.7ｍも地盤が沈降するため，長期にわたり浸水するとされ，大きな被害が想定されています。
[bookmark: _Toc142403689]これらの被害想定の詳細を以下に示します。
（１）南海トラフ地震による被害想定の概要（福山市全体）
※福山市防災計画より
①　震度（面積割合） ６強（2.4％），６弱（32.8％），５強（63.6％），５弱（1.1％）
②　最高津波水位　　 ３．３ｍ（津波の高さ １．２ｍ）
③　被害想定
	想定項目
	県全体
	福山市

	建物被害
	全壊棟数
	69,561棟
	16,528棟

	
	半壊棟数
	200,572棟
	52,004棟

	人的被害
	死者数
	14,759人
	6,221人

	
	負傷者数
	22,220人
	6,529人

	ライフライン
	上水道（断水人口）
	1,069,382人
	421,248人

	
	下水道（支障人口）
	779,794人
	159,750人

	
	電気（停電軒数）
	119,836軒
	17,118軒

	生活支障
	避難所避難者数
	591,506人
	90,726人


④　被害想定の条件設定
ア　就寝中で家屋倒壊や津波からの逃げ遅れにより被害が最大となる「冬 深夜」に地震が発生
イ　年間で最も潮位が高いときに津波が発生
ウ　震度６強以上の範囲では２分の１，震度６弱の範囲では３分の１の割合で構造物（護岸，堤防，防波堤，水門等）が損壊
エ　津波に対する早期避難率が低い場合を設定
・すぐに避難する者 ２０％
・避難するがすぐには避難しない者 ５０％
・すぐに避難せず津波が迫ってから避難する者又は避難しない者 ３０％
[image: Ⅰ-22]
図　想定地震位置図（南海トラフ巨大地震）
内閣府（2012）：南海トラフの巨大地震モデル検討会資料

　     浸水面積（最大の場合）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ha）
	
	浸 水 面 積（浸水深別）　

	
	１㎝以上
	30㎝以上
	１ｍ以上
	２ｍ以上
	５ｍ以上

	福山市
	3,355
	3,037
	2,326
	1,438
	2

	県全体
	12,847 
	10,987 
	6,770 
	3,364 
	8 


※　河川・砂浜部分を除いた陸域部の浸水面積。
[bookmark: _Toc142403690]　　　※　四捨五入の関係で合計と面積が合わないことがある。
（２）南海トラフ地震による津波の被害（福山市全体）
南海トラフ巨大地震による「最高津波水位」，「最大波到達時間」及び「津波影響開始時間」南海トラフ巨大地震による市町ごとの最高津波水位等
	
	最高津波水位＊１
	最大波到達時間(分)
	津波影響開始時間※２
(分)

	
	
	うち津波の高さ(m)
	
	

	福山市
	3.3
	1.2
	270
	13


※１　「最高津波水位」は，海岸線における最高の津波水位を標高で表示
※２　「津波影響開始時間」は，海域を伝播してきた津波により，おおむね海岸線において，地震発生後に初期潮位から±20ｃｍの変化が生じるまでの時間
[bookmark: _Toc142403691][bookmark: _Toc142403692]
７　長浜学区で想定される地震被害
（１）想定される地震
南海トラフ地震が発生した場合，長浜学区では震度６弱以上の揺れとなるエリアもあります。さらに，液状化の可能性も大きくなっています。このため，建物の倒壊，道路の段差などが生じ，津波からの避難に時間を要する可能性があります。学区東側は土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）及び土砂災害警戒区域（イエローゾーン）があり，土砂災害の危険性もあります。
[image: ]



















[image: ]
[bookmark: _Toc142403693]




（福山市揺れやすさマップより）

（２）地震による液状化現象
　　　長浜学区(地区)では，液状化による被害も想定されており，避難に時間がかかり，住宅への深刻な被害が発生します。
　　　　　　　　　　（広島県地震被害想定調査報告書より）
[bookmark: _Toc142403694][image: ]









（３）地震による浸水（津波が到達する前の浸水）
　長浜学区では，早いところで約５分後から海水の流入（30㎝）が始まり，避難行動の妨げになることが想定されています。
[image: ]
広島県地震被害想定調査報告書より
[bookmark: _Toc142403695][image: ]

（４）津波の到来
長浜学区では，津波浸水深は最大で３～５ｍと想定されています。最大波の到達時間は４時間３０分後と想定されていますが，地震発生後は速やかに避難行動を開始し，高台や強固な建物の３階以上などに避難する必要があります。
※原則は高台への徒歩避難です。

[image: ]
[image: 津波ハザードマップ - 福山市ホームページ]（福山市津波ハザードマップより）
[bookmark: _Toc142403696][bookmark: _Toc142403697]
８　避難行動の基本方針（風水害編）
（１）風水害の避難先
　風水害は，最新の気象情報や避難情報の発令等について，積極的に情報収集することが重要です。また，避難情報が発令されていない場合においても，危険性を感じた場合には，各自の判断で早めに避難を行うことも重要となります。
避難先・避難経路については，大雨等による道路の通行止めや冠水・土砂崩れの可能性を考慮し，複数の選択肢を設定します。

■風水害時の長浜学区（地区）内及び近隣の緊急避難場所
	
	緊急避難場所
	土砂
	洪水

	１
	長浜小学校
	南校舎
	体育館

	２
	一ツ橋中学校
	体育館
	校舎（3階以上）

	３
	長浜交流館
	施設
	ー

	４
	手城小学校
	体育館
	校舎（3階以上）

	５
	
	
	


[bookmark: _Toc142403698]
（２）風水害の避難経路
[bookmark: _Toc142403699]　　基幹緊急避難場所の長浜小学校、一ツ橋中学校へは，手城川を避けて避難する。また，東部地区には土砂災害警戒区域があるため，避難する際は注意する。
（３）各地域の避難経路
長浜学区の風水害時の基幹緊急避難場所は「長浜小学校」「一ツ橋中学校」です。
しかしながら、町内会によっては越水やがけ崩れ等によって移動が困難な場合は、在宅避難を基本により安全な場所に避難する必要があります。
1 庵の下町内会及び旭町内会の避難
・主たる避難経路には，河川沿いの道路を避け，梶島山または長浜小学校へ避難してください。
・東の山際には土砂災害警戒区域があるため，迂回して避難してください。
②堂之脇町内会の避難
・主たる避難経路には，河川沿いの道路を避け，一ツ橋中学校へ避難してください。
③浜町内会の避難
・手城川以西に居住する者は，主たる避難経路には，河川沿いの道路を避け，一ツ橋中学校へ避難してください。
[bookmark: _Toc142403700]・手城川以東に居住する者は、長浜地区には土砂災害警戒区域があるため，迂回して長浜小学校へ避難してください。
　④手城・引野長浜町内会の避難
　　・土砂災害警戒区域に注意して長浜小学校へ避難してください。
　⑤西沖浦町内会の避難
　　・在宅避難を基本にし、土砂災害警戒区域を避け、西沖浦集会所（大師堂）へ避難し
てください。
　⑥宮之谷町内会
　　・在宅避難を基本にし、土砂災害警戒区域を避け、宮之谷集会所へ避難してください。
　⑦皿山町内会
　　・在宅避難を基本に、より高い所へ避難してください。

（４）各地域の避難経路図
　※自宅から主たる避難経路までの経路は各家庭や隣近所で話し合い，この地図に記入しておいてください。

[bookmark: _Toc142403701][bookmark: _Toc142403702][image: ]
９　避難行動の基本方針（地震・津波編）
（１）地震が発生したら
まずは落下物等から，自分の身の安全を守りましょう。その後，火の始末・避難経路の確保を行い，速やかに屋外に出ましょう。
津波からの避難は，できるだけ早く，少しでも高いところへ逃げることが基本となります。地震発生時は，建物被害等による逃げ遅れや，道路被害等による避難速度の低下など，様々な状況が想定されます。
津波避難時における様々な状況を考慮して，避難先・津波避難経路について複数の選択肢を設定します。
　　　　　　　[image: ]
■地震・津波発生時の長浜学区（地区）内及び近隣の緊急避難場所
	
	緊急避難場所
	長浜学区（地区）での該当箇所

	1
	津波浸水想定区域外
	・日通社宅
・上組

	2
	自然地形の高台
	・庵之下町内会、旭 町内会、堂之脇町内会
・手城・引野長浜町内会、浜町内会
・西沖浦町内会、宮之谷町内会、
皿山町内会

	3
	津波緊急避難場所
	・（株）中電引野社宅
・（株）チクマピーティ（検討中）
・リバージュホテル
・くつろぎ苑（検討中）



（２）各地域の避難経路と緊急避難場所
すべての地域において，避難先は原則「高台避難」です。
1 庵の下町内会及び旭町内会の避難　
・津波発生時の緊急一時避難先は「長浜小学校」，「一ツ橋中学校」を想定します。
・時間に余裕があれば，もっと南（内陸）へ避難します。
・主たる避難経路には，海岸沿いや河川沿いの道路も想定していますが，地震発生時
には危険をともなう可能性があります。そのため，実際の避難にあたっては，安全
性を確認したうえで避難します。
・主たる避難経路には，河川沿いの道路を避け，梶島山または長浜小学校へ避難してください。
・東の山際には土砂災害警戒区域があるため，迂回して避難してください。


②堂之脇町内会の避難
・津波発生時の緊急一時避難先は「長浜小学校」，「一ツ橋中学校」を想定します。
・時間に余裕があれば，もっと南（内陸）へ避難します。
・主たる避難経路には，河川沿いの道路を避け，一ツ橋中学校へ避難してください。
③浜町内会の避難
・手城川以西に居住する者は，主たる避難経路には，河川沿いの道路を避け，一ツ橋中学校へ避難してください。
・手城川以東に居住する者は、長浜地区には土砂災害警戒区域があるため，迂回して長浜小学校へ避難してください。
　④手城・引野長浜町内会の避難
　　・土砂災害警戒区域に注意して長浜小学校へ避難してください。
　⑤西沖浦町内会の避難
　　・在宅避難を基本にし、土砂災害警戒区域を避け、西沖浦集会所（大師堂）へ避難し
てください。
　⑥宮之谷町内会
　　・在宅避難を基本にし、土砂災害警戒区域を避け、宮之谷集会所へ避難してください。
　⑦皿山町内会
　　・在宅避難を基本に、より高い所へ避難してください。























[bookmark: _Toc142403704]（４）各地域の避難経路図
　※自宅から主たる避難経路までの経路は各家庭や隣近所で話し合い，この地図に記入しておいてください。

①浸水想定区域外までの避難行動が可能な場合
[image: ]
















②　浸水想定区域外までの避難行動ができない場合
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[bookmark: _Toc142403705]１０　避難行動の考え（具体的に気を付けること）
【事　前】
・最小限の非常時持ち出し品（食料品・医療品・貴重品等）を用意しておきましょう。
・家族が離れているときの安全確認の方法を決めておきましょう。

【避難時】
・落ち着いて速やかに避難行動をとりましょう。
・原則徒歩で避難しましょう。
・避難する時は，二人以上での行動を心がけ，近隣の人に避難を促す「声かけ」を行いながら一緒に避難しましょう。
・夜間の避難は危険なため，できるだけ明るいうちに避難しましょう。

≪風水害≫
・長靴は水が入ると動けなくなるため，運動靴等（靴底の厚いもの）にしましょう。
・浸水している場合は，下水道のマンホールや側溝等に転落しないよう気を付けましょう。
・飛来物に注意しましょう。

≪地震・津波≫
・すぐに海岸から離れ，緊急避難場所へ向かって避難しましょう。
・津波は長時間繰り返すため，一度避難したら自分の判断では戻らないようにしましょう。



[bookmark: _Toc142403706][bookmark: _Toc384400595]１１　地域の防災対策
[bookmark: _Toc384400598][bookmark: _Toc142403707]（１）防災資器材等
ア　自主防災協議会が保有する防災資器材（防災倉庫）
	名称
	物資名
	数量
	備考

	









防災倉庫
住所
引野町５０４１

	土のう袋
	１００
	

	
	真砂土（ｔ）
	0.5
	

	
	スコップ
	５
	

	
	ジョレン
	２
	

	
	ビニールシート
	４
	

	
	一輪車
	２
	

	
	バリケード
	５
	

	
	カラーコーン
	１０
	

	
	バー
	０
	

	
	ロープ（巻）
	２
	

	
	発電機
	２
	

	
	チェーンソー
	２
	

	
	草刈り機
	２
	

	
	リヤカー
	１
	

	
	投光器
	０
	

	
	ヘルメット
	５
	

	
	ハンドマイク
	０
	

	
	鋸
	４
	

	
	ナタ
	２
	

	
	バール
	１
	

	
	ツルハシ
	
	

	
	大ハンマー
	１
	

	
	コードリール
	
	

	
	テント
	１
	

	
	防火バケツ
	６
	

	
	簡易トイレ
	
	

	
	担架
	
	

	
	水中ポンプ
	
	

	
	水中ポンプホース
	
	

	
	油圧ジャッキ
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




イ　避難所が保有する備蓄物資
	名称
	物資名
	数量
	備考

	備蓄倉庫
（引野町５４０１）
＊体育館ステージ奥の倉庫
	アルファ化米
	4箱
	２００食

	
	ライスクッキー
	8箱
	３８４食

	
	アルミ転写フリース毛布
	5箱
	50枚

	
	簡易トイレ（本体）
	2箱
	2台

	
	簡易トイレ（袋）
	2箱
	２００枚

	
	避難所間仕切りユニット
	―
	20張

	
	屋内用多目的テント
	1箱
	１張

	
	小型（ベンリー）テント
	1箱
	5張

	
	ベッド・エアーマットレス
	5箱
	20台

	
	ラジオ
	1箱
	１個

	
	懐中電灯
	4箱
	４個

	
	安全キャンドル
	2箱
	２個

	
	工場扇
	1箱
	１個

	
	コードリール
	1箱
	１個

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



（参考）資機材の例（目的別）
	目的
	資機材

	①情報報収集
・伝達
	携帯用無線機，電池メガホン，携帯用ラジオ，腕章，住宅地図，模造紙，メモ帳，油性マジック　等

	②初期消火
	可搬式動力ポンプ，簡易防火水槽，ホース，スタンドパイプ，格納器具一式，消火器，防火衣，蔦口，ヘルメット，水バケツ　等

	③水防
	救命胴衣，防水シート，シャベル，ツルハシ，スコップ，ロープ，かけや，くい，土のう袋，ゴム手袋　等

	④救出
	バール，はしご，のこぎり，スコップ，なた，ジャッキ，ハンマー，ロープ，チェーンソー，可搬式ウィンチ，防煙・防塵マスク　等

	⑤救護
	担架，救急箱，テント，毛布，シート　等

	⑥避難所営協力
	リヤカー，発電機，警報器具，携帯用投光器，標識板，標識，強力ライト，寝袋　等

	⑦給食・給水
	炊飯装置，鍋，こんろ，ガスポンベ，給水タンク，緊急用ろ水装置　等

	⑧訓練・啓発
	模擬消火訓練装置，放送機器，119番　訓練用装置，組み立て式水槽，煙霧機，視聴覚機器(ビデオ・映写機等)，住宅用訓練火災警報器等

	⑨その他
	簡易機材倉庫，ビニールシート，携帯電話機用充電器，除雪機　等



※「（資料編）防災に役立つ情報」P.３【資料１】「２ 自主防災活動（共助）チェックリスト」を利用して，地域の防災力を点検しましょう。

[bookmark: _GoBack][bookmark: _Toc384400600][bookmark: _Toc142403708]
（２）自主防災訓練の実施
災害発生時，地域住民が「学区（地区）防災（避難）計画」に沿って適切な行動ができるよう，市や消防局等とも連携しながら，次の訓練を中心とした自主防災訓練を毎年度実施します。 

ア　避難訓練（避難行動要支援者の支援を含む）
　　イ　情報収集・伝達訓練
ウ　応急訓練
エ　給食・給水訓練
オ　啓発活動

[bookmark: _Toc384400601][bookmark: _Toc142403709]　　　訓練の実施後は，訓練結果を検証し，次回訓練に反映するなど，定期的に活動内容を見直し，必要があれば「長浜学区防災（避難）計画」の見直しを行います。

（３）資器材，器具等の点検
　　　活動体制の各班を中心に，資器材，器具等の点検を定期的に実施します。

	班名
	担当者
（団体名等）
	内容
	時期

	消火班
	河村　益司
（消防団）
	消火用器具の点検（整備）
	自主防災訓練前

	救出・救護班
	柳本徳二郎
（体育会）
	防災資機材・救出用器具の点検（整備）
	自主防災訓練前

	避難誘導班
	板野　正義
（防犯組合）
	避難経路の点検（整備）
	毎年度１０月

	給食・給水班
	藤井　幾男
（福祉を高める会）
	給食・給水器具の点検（整備）
	自主防災訓練前



[bookmark: _Toc384400602][bookmark: _Toc142403710]（４）避難行動要支援者への支援体制の整備
活動体制の福祉班を中心に，避難行動要支援者の支援体制を整備します。

	班名
	担当者
（団体名等）
	内容
	時期（目標）

	福祉班
	池田　和司
（連合町内会）
	支援体制・方法の検討・整理
	２０２４年度まで

	
	
	対象者の把握（市から提供）
	２０２４年度まで

	
	
	個別計画の作成完了
	２０２７年度まで

	
	
	定期的な個別計画の見直し
	毎年度
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[bookmark: _Toc384400603][bookmark: _Toc142403711]（資料編）防災に役立つ情報

【資料1】チェックリスト
１　地域の危険な場所チェックリスト
２　自主防災活動（共助）チェックリスト
３　わが家の防災力（自助）チェックリスト

【資料2】家庭での防災・減災対策
[bookmark: _Toc384400604][bookmark: _Toc142403712]
【資料１】チェックリスト
[bookmark: _Toc383424112][bookmark: _Toc384399743][bookmark: _Toc384400041][bookmark: _Toc384400605][bookmark: _Toc142403713]１　地域の危険な場所チェックリスト

次の項目にチェックしながら，「地域の危険な箇所」や「地域で起こりそうな災害」を確認しましょう。また，その結果をもとに地区避難計画を作成して，地域で情報を共有しましょう。（地域によっては関係のない項目がありますが，防災対策の参考としてください。）
項目
チェック欄
がけ崩れの危険性がある場所はないか

がけ崩れなどが起こった場合に土砂が広がると考えられるのはどの範囲か

海岸や河川等がどこにあるか

防潮堤や河川堤防，水門の場所はどこか，状況は（老朽化・脆弱性等）

海抜が著しく低い場所はあるか

津波で浸水が想定されているのはどの範囲か

河川の河床より低い場所（天井川）はあるか

決壊しそうな（したことがある）河川はあるか

洪水で浸水が考えられるのはどの範囲か

ため池の護岸の場所はどこか，状況はどうか（老朽化・脆弱性等）

埋立地や湿地，沼地はないか

土地が陥没しそうなところはないか

大雨が降った場合に，浸水しそうな（浸水したことがある）場所はどこか

地震で倒壊の可能性のあるブロック塀や電柱，街灯，大木などはないか

地震で落下しそうな看板などはないか

高層建築物などのガラスが割れて，飛散しそうな場所はないか

地震で高架道路等から通行車両が転落しそうな場所はないか

マンホールや貯水槽のフタは大丈夫か（人が落下しそうな場所はないか）

過去に災害が発生した場所があるか

危険物や化学薬品等を扱っている事業所はないか



[bookmark: _Toc383424113][bookmark: _Toc384399744][bookmark: _Toc384400042][bookmark: _Toc384400606][bookmark: _Toc142403714]２　自主防災活動（共助）チェックリスト

災害に備えて，次の項目を一つずつ点検してみましょう
項目
チェック欄
基本
活動
災害発生時に自主防災組織が機能する体制ができているか


住民が積極的に防災活動に参加しているか


地域住民に正確で分かりやすい防災情報の提供ができているか


女性や高齢者，障害のある人の意見が地域防災活動に反映できているか


定期的に防災訓練を実施しているか


防災訓練の際に消防局など専門的な人の意見も参考にしているか


過去の訓練を検証し，適宜，見直しや新たな訓練の導入を心がけているか

自主防
本部
災害時に自主防本部を，いつ誰がどこに設置するか決められているか


自主防本部や各班の行動マニュアル（行動の取り決め）はできているか


自主防本部での情報通信体制は確保されているか


災害時に地域の情報を収集（本部へ報告）する方法は決められているか


各種防災関係書類（組織台帳，防災資器材台帳，避難行動要支援者台帳）は作成されているか

避難
体制
過去の災害実績や土地利用などを踏まえた防災マップが作られているか


地域住民の具体的な避難計画（緊急避難場所・避難経路等）はできているか


地域で避難する際のリーダーや声かけのルールが決められているか

防災
倉庫・資器材等
自主防本部で必要な防災用品が準備・保管されているか


常時使用できる管理体制になっているか（複数人で鍵を管理するなど）


定期的な点検がされているか


食料・飲料水は，適宜更新されているか

初期
消火
地域住民（役員等）は，地域の消防水利を把握しているか


地域住民（役員等）は，消火栓の使用方法を理解しているか


バケツリレーなど，地域の消火方法が周知されているか

救出
救護
建物倒壊時の負傷者救出のための道具は用意されているか


負傷者を救護所まで搬送する方法は決められているか



[bookmark: _Toc383424114][bookmark: _Toc384399745][bookmark: _Toc384400043][bookmark: _Toc384400607][bookmark: _Toc142403715]３　わが家の防災力（自助）チェックリスト
[bookmark: _Toc384400608]

災害に備えて，次の項目を一つずつ点検してみましょう
項目
チェック欄
全般
防災について，家族で話し合いをしているか


緊急避難場所までの避難経路を決めているか


家族が離れ離れになったときの連絡方法を決めているか


非常時持ち出し品を準備しているか


地域で発生しそうな災害を把握しているか。


家の中の避難通路を確保しているか（物を置いていないか）


避難に関する情報の入手方法を把握しているか


隣近所とコミュニケーションをとっているか


自主防災組織の活動に参加しているか

地震
自宅の耐震化診断や耐震化の対応はできているか


家具の転倒防止策を行っているか


寝室や子ども部屋に転倒しやすい家具等を置いていないか


緊急地震速報がでた場合の対応を理解しているか


地震が発生した場合の行動を理解しているか


地震ハザードマップ・津波ハザードマップを理解しているか

風水害
側溝や排水溝を掃除しているか


雨どいに落ち葉や土が詰まっていないか


がけの近くを寝室にしていないか


気象情報を日頃から注意しているか


土砂災害の前兆現象を知っているか


洪水ハザードマップを理解しているか

火災
住宅用火災警報器を設置しているか


防炎品や耐震機能付きの家電を使っているか


ブレーカーの場所や操作方法を知っているか


消火器を設置し，使い方を知っているか


１１９番通報の要領がわかっているか


電気コンセントを定期的に掃除しているか



[bookmark: _Toc142403716]【資料２】家庭での防災・減災対策

地域で災害に強いまちづくりを進めるためには，まずは家庭で日頃からの準備をきちんと行っておく必要があります。

[bookmark: _Toc142403717]１　避難経路の確認
自宅や勤務先などから安全に避難できる緊急避難場所や避難経路などを確認しておきます。地域で発生しそうな災害は何か，災害によりどんな被害を受けるのかなどを想像しながら，状況に応じて安全に避難できるよう複数の避難経路を確認します。

[bookmark: _Toc142403718]２　家族や友人との連絡方法の確認
災害が発生したとき，家族や友人の安否が確認きるよう，家庭で連絡方法を話し合って決めておきます。

（１）災害伝言ダイヤル「１７１」を利用する。

	〔災害伝言ダイヤルの利用方法〕
伝言を録音するときは

１
７
１
２
１
（０００）０００－０００
ガイダンスが流れます。



〔市外局番から入力〕
被災地の方は，ご自宅の電話番号をダイヤル
被災地以外の方は，被災地の番号をダイヤル

伝言を再生するときは




（２）携帯電話の「災害用伝言板」を利用する。
震度６以上の地震など大きな災害が発生したとき，携帯電話上に「災害用伝言板」が設けられます。

	伝言の録音
	伝言の確認

	①トップ画面の「災害用伝言板」を選択
	①トップ画面の「災害用伝言板」を選択

	②「災害用伝言板」の画面から「登録」を選択
	②「災害用伝言板」の画面から「確認」を選択

	③伝えたい項目を選択（書き込みもできる）
	③相手の携帯電話番号を入れる。

	④その画面で「登録」を選択
	④その画面で「検索」を選択

	⑤伝言の登録完了
	⑤伝言の検索結果が表示される。



[bookmark: _Toc142403719]
３　非常時持ち出し品の準備
家族構成に合わせて，非常時持ち出し品を必要な量だけ用意し，すぐに持ち出せる場所に保管しておきます。

非常時持ち出し品チェックリスト
	分　類
	項　目

	食料品
※3日分が目安
（できれば1週間分）
	□飲料水　　□乾パン　　□缶詰　　□レトルト食品　
□栄養補助食品　　□アメ・チョコレート　　□離乳食
□粉ミルク　□（　　　　　）　□（　　　　　）

	生活用品
	□毛布　　□タオル　　□ラップ　　□ティッシュ　
□ビニール袋　　□マッチ・ろうそく　　□充電器　
□予備電池（モバイルバッテリー）　□生理用品
□簡易トイレ・紙おむつ（3日分が目安）　
□（　　　　　）　□（　　　　　）□（　　　　　）　

	医療・衛生用品
	□常備薬　　□包帯　　□ガーゼ　　□ばんそうこう
□お薬手帳　□処方薬　□（　　　　）　□（　　　　）

	感染症対策用品
	□マスク　　□体温計　　□ウェットティッシュ
□アルコール手指消毒薬　□（　　　　　）

	貴重品
	□現金（小銭も忘れずに）　　□通帳　　□保険証
□（印鑑）　□身分証　□（　　　　）　□（　　　　）

	衣料品
	□下着　 □靴下　 □軍手　 □長袖上着　 □長ズボン
□防寒具　　□雨ガッパ・雨具　□（　　　　　）
□（　　　　　）　□（　　　　　）

	避難用具
	□懐中電灯　□携帯ラジオ　□ヘルメット　□防災頭巾
□（　　　　　）　□（　　　　　）

	ペット用品
	□ケージ　　□リード 　□ペットシーツ　　□エサ・水　
□（　　　　　）　□（　　　　　）


※リストはあくまでも参考です。（）内には必要なものを追加記入するなど，各家庭で必要なものを準備しましょう。

[bookmark: _Toc142403720]４　家の中や周りの点検・補強
（１）家の中の点検
・タンス，食器棚，冷蔵庫，テレビなどの家具の配置場所を見直す。または，転倒防止器具などで固定する。
・食器棚に扉開放防止の器具を取り付ける。
・ガラスに飛散防止フィルムを張る。
（２）家の周囲の点検
・アンテナの補強
・プロパンガスやクーラー室外機等の固定
・非常用通路の確保（玄関周りなど避難経路に物を置かない。）
（３）自宅の耐震化チェック
・耐震化診断を受ける。
・耐震化補強を行う。
（木造住宅の耐震診断・改修の補助については，福山市建築指導課へ相談）

[bookmark: _Toc142403721]５　情報の収集
・気象庁から発表される情報などに注意する。
・福山市から避難指示等が発令された場合，速やかに指示に従って適切に行動する。
・自らもテレビ，ラジオなどを利用して情報収集を行い，避難が必要と判断した場合は，自主的に避難する。
	避難指示等の発令や伝達は，次の方法で行われます。
○ 緊急速報メール
○ 福山市防災行政無線（サイレン，音声伝達）
○ 福山市広報車や消防車両などによる広報
○ ふくやま防災メールによる防災情報の配信（※登録者のみ）








[image: 気象庁｜キキクル（あなたの街の防災情報）.png]〔情報の入手先〕
[image: 広島県防災Web.png]○広島県防災Ｗｅｂ　　　　　　　　　　○気象庁  キキクル
　　　（ホームページ）　　　　　　　　　　　（あなたの街の防災情報）

（参考）ふくやま防災メールの登録方法

① 次の登録用アドレスへアクセス
bousai.fukuyama-city@raiden2.speecan.jp
または，右のＱＲコードを読み取って，
空メールを送信する。
② 返信された「メールサービス本登録のご案内メール」から登録画面へアクセスし，利用規約を確認のうえ，「同意する」を押す。（携帯電話に迷惑メールの設定をしている場合などは，設定変更が必要な場合があります。）
③ 配信を希望する地域を選択し登録する。
④ 「本登録完了のお知らせメール」が届いたら登録完了です。
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